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内容要旨  
【目的】Fibroblast growth factor－23（FGF23）は慢性腎臓病患者の生命予後と  
関連するが、その調節系は十分に解明されていない。今回我々は、正常および  
腎不全ラットを用いて持続的な静脈内カルシウム（Ca）負荷のFGF23への影響  
について検討した。【方法】正常のSprague－Dawleyラットを8週間通常食にて  
飼育した後、静注用マイクロインフージョンポンプを頸静脈に挿入し、経静脈  
的にグルコン酸Ca溶液を7日間持続投与した。また5／6部分腎摘出後、8週間  
通常食にて飼育した腎不全ラットにも同様の処置を施した。それぞれ1日後、7  
日後に血液および尿検体を、7日後に腎臓および脛骨を採取した。【結果】正常  
ラットの検討では静脈内Ca負荷群は、通常食飼育のコントロール群と比較して、  
血中リン（P）値とクレアチニン（Cre）値に有意差は認めなかったが、7日後に  
血中FGF23値が有意に上昇した。静脈内Ca負荷群の脛骨ではFGF23mRNA発現が  
有意に上昇していた。また、静脈内Ca負荷群は、1および7日後の尿中P排泄  
が有意に低下していた。静脈内Ca負荷群の腎臓ではα－KlothoInRNA発現が有意  
に低下しており、免疫染色でもα－Klothoの発現低下がみられた。腎不全ラット  
の検討でも、正常ラットと同様の傾向がみられた。【結論】腎機能に関わらず、  
静脈内Caの持続負荷によって、血中P値やCre値は変化せずに血中FGF23値が  
上昇し、このFGF23は骨由来であった。しかしながらP利尿は低下したことか  
ら、FGF23の生理作用は阻害されており、腎臓でのα－Klohtoの発現低下の関与  
が示唆された。   
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